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池
上
本
門
寺
大
会

大
会
要
項
を
発
表

　
来
る
六
月
二
十
六
・
七
両
日
、
東
京
池
上
本

門
寺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
第
二
十
一
回
全
日

本
仏
教
徒
会
議
（
全
仏
結
成
二
十
年
記
念
、
池

上
本
門
寺
大
会
）
は
、
大
会
準
備
委
員
会
（
酒

井
謙
祐
委
員
長
）
の
諸
氏
に
よ
っ
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
先
月
中
旬
に
開
催
要
項
お

よ
び
ポ
ス
タ
ー
が
発
表
さ
れ
、
直
ち
に
加
盟
各

団
体
に
発
送
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
近
日
中
に
大
会
準
備
委
員
会
は
解
散

し
、
新
た
に
大
会
実
行
委
員
会
が
発
足
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
な
お
、
大
会
事
務
局
嘱
託
と
し
て
お
願
い
し

て
い
た
阿
部
顕
瑞
氏
は
法
務
の
事
情
で
O
都
合

が
つ
か
ず
、
代
っ
て
田
島
章
成
氏
が
福
井
清
俊

氏
と
と
も
に
事
務
処
理
に
当
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
（
趣
　
旨
）

　
人
類
発
生
以
来
一
〇
〇
万
年
の
歴
史
の
中
で

こ
の
一
、
二
世
紀
の
変
動
ほ
ど
激
し
い
も
の
は

な
い
。
四
五
億
に
人
口
が
増
加
し
た
時
点
の
世

界
で
は
三
億
人
の
餓
死
者
を
生
む
と
計
算
さ
れ

て
い
る
し
、
「
科
学
」
「
技
術
」
の
加
速
度
的

発
達
は
大
気
と
水
質
の
汚
染
を
も
た
ら
し
、
消

費
の
増
大
に
よ
る
廃
棄
物
の
驚
く
べ
き
増
加
、

し
か
も
閉
鎖
さ
れ
た
地
球
の
資
源
は
刻
々
に
枯

渇
し
つ
つ
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
を
早
り
ま
く
生
存

の
た
め
の
諸
条
件
は
最
悪
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
人
類
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
問
題
は
上
部

構
造
と
し
て
の
政
治
、
経
済
、
社
会
は
勿
論
、

総
合
的
展
望
と
把
握
の
上
に
立
っ
て
人
間
的
、

精
神
的
な
解
決
を
必
要
と
し
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
科
学
的
立
場
を
理
解
し
つ
つ
、
仏
教
の
真

髄
を
現
代
に
生
か
し
人
類
の
危
機
救
済
に
役
立

て
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
仏
教
徒
自
ら
深

く
反
省
し
自
覚
す
る
と
共
に
仏
教
に
対
す
る
一

般
社
会
の
認
識
を
改
め
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
仏
教
学
の
近
代
化
へ
の
脱
皮
と
、
こ
れ
を
基

礎
と
し
た
新
し
い
布
教
伝
道
、
仏
教
国
を
多
く

も
つ
ア
ジ
ア
の
開
発
と
平
和
の
確
立
、
環
境
保

全
と
福
祉
社
会
の
建
設
等
、
現
下
の
仏
教
界
が

な
す
べ
き
重
要
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る
。
第

一
回
大
会
よ
り
数
え
て
二
十
年
に
な
ら
ん
と
し

て
い
る
今
こ
こ
に
、
第
二
十
一
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
を
東
京
・
池
上
本
門
寺
で
開
催
す
る
に

あ
た
り
、

　
　
“
人
類
の
危
機
を
救
お
う
　
仏
教
で
”

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
仏
教
徒
が
一
致
協
力
し

て
当
面
す
る
諸
問
題
の
具
体
策
を
樹
立
し
、
菩

薩
道
の
実
践
に
力
強
く
出
発
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
各
位
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
昭
和
四
十
八
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
仏
教
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
大
本
山
池
上
本
門
寺

、

二
、

要
　
　
項

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

”
人
類
の
危
機
を
救
お
う
　
仏
教
で
”

会
議
テ
ー
マ

　
宗
派
代
表
者
会
議

　
　
「
人
類
の
危
機
を
救
お
う
仏
教
で
」

三
、　

　
第
一
日

　
九
時

　
十
時

　
十
一
時
半

　
十
二
時

　
十
三
時

　
十
七
時

　
　
第
二
日

　
九
時

　
十
時

　
十
二
時

四
、

　
一
、

　
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

　
　
「
全
一
仏
教
運
動
の
高
揚
と
組
識
強

　
　
　
化
」

部
会
一
、
　
「
ア
ジ
ア
の
開
発
と
平
和
の
確

　
　
　
　
　
立
に
つ
い
て
」

　
　
二
、
　
「
環
境
保
全
と
福
祉
社
会
の
建

　
　
　
　
　
設
に
つ
い
て
」

　
　
三
、
－
「
こ
れ
か
ら
の
布
教
伝
道
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
」

　
　
四
、
「
時
局
対
策
に
つ
い
て
」

　
　
五
、
「
全
一
仏
教
運
動
の
推
進
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
」

大
会
日
程
（
会
場
・
池
上
本
門
寺
）

六
月
二
十
六
日

受
付
開
始

大
会
式
典

総
　
　
会

昼
食
休
憩

会
　
　
議

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

六
月
二
十
七
日

受
付
開
始

総
　
　
会

閉
会
式

　
　
識
案
提
出
方
法

　
　
　
原
則
と
し
て
加
盟
各
宗
派
、
各
都
道
府

　
　
露
仏
教
会
、
各
種
団
体
に
お
い
て
討
議
し

　
　
決
定
し
た
も
の
一
議
案
を
部
会
を
指
定
し

　
　
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
提
出
期
限
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
全

　
仏
大
会
事
務
局
宛
提
出
し
て
下
さ
い
。

五
、
参
加
方
法

　
一
、
資
　
格
　
加
盟
団
体
の
推
薦
す
る
代
表
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者
。

二
、
参
加
費
　
一
、
五
〇
〇
円
　
　
既
納
金

　
　
　
　
　
は
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら

　
　
　
　
　
ず
返
戻
し
ま
せ
ん
。

三
、
締
切
日
　
五
月
三
十
一
日

四
、
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
、
部
会
を
指

定
し
て
、
全
仏
大
会
事
務
局
宛
お
申
込
み

下
さ
い
。

　
（
た
だ
し
、
原
則
と
し
て
所
属
団
体
事
務

　
　
所
に
て
取
り
ま
と
め
て
お
串
込
み
下
さ

　
　
い
）

五
、
宿
泊
の
準
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。

”
人
類
の
危
機
を
救
お
う
仏
教
で
”

－
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
寄
せ
て
一

財
団
法
人
全

日
本
仏
教
会

は
、
こ
こ
に
発

足
二
十
年
を
迎

え
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
背
後
に

は
六
十
余
年
に

わ
た
る
歴
史
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
わ

が
国
仏
教
界
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て

き
た
。
し
か
し
、
特
に
こ
の
二
十
年
間
は
占
領

政
策
と
し
て
の
一
環
に
よ
る
宗
教
行
政
が
わ
が

仏
教
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
仏
教
界
が
ま

だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
一
頁
で
あ
っ

た
。
政
教
の
分
離
、
信
教
の
自
由
と
い
う
鉄
則

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
活
動
に
自
主
性
を
付
与

し
、
大
衆
が
麦
持
す
る
も
の
の
み
が
存
在
す
る

環
境
を
醸
成
し
た
こ
と
は
確
か
に
好
ま
し
い
こ

と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
新
し
い
体
制
に
転
換
さ

れ
る
に
当
っ
て
生
起
さ
れ
た
数
々
の
極
め
て
困

難
な
問
題
の
適
正
な
処
理
対
策
は
決
し
て
容
易

真

渓

義

貫

な
こ
と
で
は
な
い
。
全
日
本
仏
教
会
が
冷
静
な

態
度
を
持
ち
つ
つ
、
高
い
識
見
と
勇
気
を
も
っ

て
こ
と
に
当
り
、
今
日
の
安
定
し
た
教
界
を
確

立
し
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

，
つ
。

　
こ
れ
は
多
く
の
人
々
の
協
力
と
、
全
一
仏
教

運
動
の
展
開
に
力
を
注
い
だ
数
々
の
故
人
の
貢

献
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝

の
誠
を
捧
げ
る
と
同
時
に
、
こ
の
機
会
に
現
下

の
仏
教
界
が
当
面
す
る
重
要
な
諸
問
題
に
つ
い

て
全
仏
教
徒
の
代
表
が
衆
知
を
集
め
、
固
い
決

意
を
も
っ
て
解
決
を
図
り
、
も
っ
て
全
仏
発
足

二
十
年
を
意
義
あ
る
も
の
と
し
た
い
と
衷
心
よ

り
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
類
発
生
以
来
百
万
年
の
歴
史
の
な
か
で
、

こ
の
一
、
二
世
紀
の
変
動
ほ
ど
激
し
い
も
の
は

な
い
。
核
戦
賂
体
制
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
に
よ

っ
て
人
類
は
滅
亡
す
る
で
あ
ろ
う
と
虚
無
感
に

打
ち
ひ
し
が
れ
た
一
時
も
、
悲
惨
極
ま
り
な
い

日
本
に
お
け
る
予
行
演
習
を
経
て
、
一
応
現
在

で
は
絶
滅
へ
の
コ
ー
ス
は
凍
結
さ
れ
た
と
は
言

え
、
こ
の
よ
う
な
人
間
的
選
択
が
い
つ
ま
で
も

確
保
さ
れ
る
と
い
う
保
障
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　
現
在
の
人
口
三
六
億
二
二
〇
〇
万
は
、
紀
元

二
〇
〇
〇
年
に
七
五
億
二
〇
〇
〇
万
と
爆
発
的

な
増
加
を
す
る
の
に
比
べ
て
七
〇
年
代
の
終
り

に
は
四
五
億
に
人
口
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ

こ
の
時
点
の
世
界
で
は
、
三
億
人
の
餓
死
者
を

生
む
と
計
算
さ
れ
て
い
る
し
、
科
学
、
技
術
の

加
速
度
は
工
業
生
産
の
増
大
、
し
た
が
っ
て
莫

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
よ
り
大
気
と
水
質

の
汚
染
、
消
費
の
増
大
に
よ
る
廃
棄
物
の
驚
く

べ
き
増
加
、
し
か
も
閉
鎖
さ
れ
た
地
球
の
資
源

は
刻
々
に
枯
渇
し
て
い
る
等
々
、
わ
れ
わ
れ
を

取
り
ま
く
諸
条
件
は
最
悪
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
人
間
を
含
め
て
す
べ
て
の
生
物
の
そ
の
遺
伝

子
に
規
定
さ
れ
た
環
境
へ
の
適
応
限
界
を
今
や

超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
正
に
人

類
の
危
機
で
あ
る
。
社
会
の
変
動
が
ゆ
る
や
か

で
あ
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
素
朴
な
心
情
的

平
穏
さ
に
お
い
て
生
死
双
方
を
肯
定
し
、
知
的

な
解
脱
を
願
う
こ
と
で
こ
と
足
り
た
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
地
球
上
の
人
間
と
い
う
生
物
が
、
地

球
を
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ほ
ど
汚
し
て
、
自
分

自
身
を
も
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現

在
で
は
、
今
や
人
類
そ
の
も
の
を
救
う
観
点
に

立
た
ぎ
る
を
得
な
い
時
代
で
あ
る
。

　
科
学
や
技
術
は
フ
ィ
ド
バ
ク
に
よ
る
修
正
の

力
法
を
取
り
は
じ
め
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
ー
一
辺

倒
か
ら
脱
し
て
人
類
愛
、
人
間
性
を
組
み
込
ん

だ
ソ
フ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
に
転
向
し
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
科
学
だ
け
で
解
決
し
き
れ
る
問
題
で
は

な
い
。
上
部
構
造
と
し
て
の
政
治
、
経
済
、
社

会
は
も
ち
ろ
ん
、
人
類
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の

問
題
は
総
合
的
展
望
と
把
握
の
た
め
に
人
間
的

精
神
的
な
立
場
が
大
き
く
か
か
わ
り
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
も
の
は
流
動
し
、
変

化
す
る
。
永
遠
の
物
質
と
い
わ
れ
た
も
の
も
分

子
か
ら
原
子
、
元
素
へ
と
分
解
さ
れ
、
さ
ら
に

元
素
も
ま
た
変
化
を
免
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
不
変
の
物
質
は
最
後
に
運
動
量
に
ま
で
分

解
さ
れ
て
拡
散
し
て
ゆ
く
。

　
仏
教
は
現
代
物
理
学
が
究
極
的
に
あ
ら
わ
し

つ
つ
あ
る
宇
宙
像
と
パ
タ
ー
ン
を
同
じ
く
し
、

一
切
は
流
動
し
変
化
し
、
そ
し
て
独
立
で
存
在

す
る
何
も
の
も
な
い
と
す
る
「
空
」
の
思
想
で

あ
る
が
、
今
日
そ
の
大
部
分
が
か
く
さ
れ
て
し

ま
っ
て
は
い
る
が
死
ん
で
は
い
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
科
学
的
立
場
を
理
解
し
つ
つ
も
仏
教
の
真

髄
を
現
代
に
生
か
し
、
人
類
の
危
機
救
済
に
役

立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
「
人
類
の
危
機
を
救
お

う
、
仏
教
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
高
く
掲
げ
て
。

　
し
た
が
っ
て
、
仏
教
学
も
近
代
化
へ
の
脱
庚

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
た
新
し
い

布
教
伝
道
も
緊
要
で
あ
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
の
動

向
は
世
界
を
支
配
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

仏
教
国
を
多
く
持
つ
ア
ジ
ア
の
開
発
に
、
ま
た
㌧

人
間
の
生
存
す
る
限
界
を
は
ば
み
つ
つ
あ
る
諸

々
の
環
境
の
除
去
整
備
、
す
な
わ
ち
福
祉
社
会

の
確
立
に
仏
教
が
な
す
べ
き
重
要
な
問
題
が
山
　

積
み
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
諸
問
題

の
具
体
策
を
樹
立
し
、
菩
薩
道
の
実
践
に
力
強

く
出
発
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
仏
教
徒
代

表
者
会
議
の
目
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
長
）
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新
局
制
で
ス
タ
ー
ト

　
全
仏
事
務
総
局
で
は
、
今
年
度
よ
り
局
制
を

一
部
変
更
し
、
従
来
、
組
織
局
に
あ
っ
た
文
化

部
を
国
際
局
に
移
し
国
際
文
化
局
と
し
た
。

ジ　
こ
れ
は
昨
年
八
月
、
全
仏
機
構
改
正
案
起
草

委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
第
二
次
案
（
全
仏
第

一
八
○
号
既
報
）
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
総
務
局
（
財
務
部
、
庶
務
部
）
組
織
局
（
組

織
部
）
、
国
際
文
化
局
（
国
際
文
化
部
）
の
三

局
四
部
と
な
っ
た
。

　
新
人
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

事
務
総
長

事
務
次
長

総
務
局
長

組
織
局
長

国
際
文
化
局
長

財
務
部
長

庶
務
部
長

組
織
部
長

国
際
文
化
部
長

主
事
（
財
務
）

主
事
（
〃
）

主
事
（
庶
務
）

主
事
（
組
織
）

主
事
（
国
際
）

主
事
（
文
化
）

書
記
（
財
務
）

雇
員
（
庶
務
）

麻
布
照
海

桜
井
大
乗

鱒
淵
正
浩

新
間
信
雄

柳
　
　
剛
堅

和
田
龍
宏

小
峰
令
丸

岩
脇
宏
信

黒
川
孝
樹

林
恵
智
子

四
谷
淳
宣

杜
多
茂
夫

北
山
孝
雄

名
倉
好
子

服
部
光
順

菅
野
層
孝
江

渡
辺
　
弘
子

全
　
仏
事
務
総
局

　
な
お
、
前
財
務
部
長
小
沢
国
璽
師
は
三
月
末

日
で
退
職
し
、
新
た
に
小
峰
睾
丸
師
が
庶
務
部

長
と
し
て
四
月
一
日
付
新
任
し
た
。

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

二
十
五
日
に
開
催

　
今
年
度
の
同
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
来
る
五
月
二

十
五
日
、
鬼
怒
川
温
泉
に
て
開
催
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
四
月
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、
同
日
午
後
会
議
に
計
ら
れ
る
が
、
今
年

の
全
週
大
会
に
は
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議
が

も
た
れ
る
折
か
ら
、
種
々
貴
重
な
問
題
が
提
起

さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

講
習
会
紀
要
出
来
る

　
さ
る
三
月
五
日
開
催
し
た
第
十
七
回
全
仏
中

央
講
習
会
は
、
文
化
庁
の
後
援
を
得
て
、
宗
教

法
人
の
管
理
運
営
お
よ
び
税
務
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
掌
握
官
庁
の
事
務
官
の
出
講
に
よ
り
、
充

実
し
た
講
習
会
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
講
習
会
の
全
容
を
収
録
し
た
紀
要
が
、

（
株
）
野
村
証
券
の
ひ
好
意
に
よ
り
こ
の
程
で

き
上
が
っ
た
。
B
五
版
六
十
頁
で
、
基
調
説
明

の
ほ
か
質
疑
応
答
お
よ
び
参
考
資
料
と
し
て
関

係
法
抜
華
、
関
係
書
式
等
が
収
め
ら
れ
、
わ
か

り
や
す
い
説
明
カ
ッ
ト
も
あ
っ
て
非
常
に
読
み

や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

智
山
派
宗
務
総
長
　
別
所
　
弘
琴
師

　
田
中
隆
恵
前
総
長
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
新

た
に
別
所
弘
因
師
が
宗
務
総
長
に
就
任
さ
れ

た
。
師
は
埼
玉
県
法
光
寺
住
職
で
、
元
全
盲
総

務
、
文
化
部
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
な
お
前
全

仏
財
務
部
長
の
小
沢
照
禧
師
は
別
所
内
局
の
総

務
部
長
に
就
い
た
。

黄
桑
宗
新
管
長
安
部
師

　
加
藤
慈
光
前
管
長
の
逝
去
に
と
も
な
う
後
任

管
長
選
挙
の
結
果
、
四
月
一
日
、
第
五
十
六
代

ル
ン
ビ

管
長
に
安
部
禅
渠
師
が
就
位
さ
れ
た
。
師
は
滋

賀
県
出
身
七
十
六
歳
。
任
期
は
五
年
で
あ
る
。

日
蓮
宗
声
明
の
公
演

．
日
本
仏
教
鎭
仰
会
恒
例
の
花
ま
つ
り
（
全
仏

後
援
）
は
去
る
四
月
十
四
日
、
日
比
谷
公
会
堂

に
お
い
て
日
蓮
宗
の
声
明
お
よ
び
配
置
交
響
曲

の
特
別
公
演
で
開
催
さ
れ
た
。

　
日
蓮
宗
声
明
師
会
お
よ
び
雅
楽
会
の
三
十
数

名
に
よ
る
声
明
は
、
日
頃
の
研
鎖
の
上
に
、
こ

の
日
の
た
め
に
半
年
も
舞
台
用
に
練
習
を
積
ま

れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
集
ま
っ
た
聴
衆
に
深
い
感

銘
を
与
え
、
最
後
に
舞
台
を
飾
っ
た
美
し
い
花

の
鉢
を
参
会
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
終
了
し

た
。

ニ
ー
開
発
髄
際
簸
委
員
長
来
局

工
力
フ
ェ
総
会
に
も
議
案
上
記

　
第
二
十
九
回
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会

（
エ
カ
フ
ェ
）
が
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
会

場
に
開
か
れ
た
が
、
そ
の
開
催
中
の
四
月
十
七

日
午
前
九
時
半
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル
国
の
タ
タ
ー

ル
駐
日
大
使
の
要
請
に
よ
り
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発

に
関
す
る
説
明
会
が
同
ホ
テ
ル
に
関
係
者
多
数

を
招
じ
て
開
か
れ
た
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
件
は
本
エ
カ
フ
ェ
総
会

で
審
議
さ
れ
る
議
案
の
一
つ
で
あ
る
が
、
席
上

す
で
に
準
備
委
員
会
に
上
程
さ
れ
て
通
過
し
た

本
件
が
説
明
さ
れ
、
全
課
よ
り
出
席
し
た
麻
布

事
務
総
長
が
、
今
日
ま
で
の
経
過
を
も
と
に
牛

仏
の
本
問
題
に
関
す
る
基
本
姿
勢
を
明
ら
か
に

し
た
。

　
麻
布
総
長
談
「
私
は
全
日
本
仏
教
会
の
事
務

総
長
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
仏
跡

復
興
に
つ
い
て
は
、
二
、
三
度
お
話
し
を
う
け

た
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
先
き
程
の
O
説
明
で
い

ろ
い
ろ
と
計
画
が
整
備
さ
れ
、
こ
と
に
各
宗
派

を
越
え
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
が
で
き
る
な
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ど
誠
に
よ
い
計
画
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
釈
迦

が
世
界
の
聖
人
の
一
人
と
し
て
人
間
性
回
復
ま

た
は
人
類
、
社
会
の
平
和
の
た
め
一
生
を
捧
げ

ら
れ
た
仏
陀
の
誕
生
地
の
復
興
は
是
非
敢
行
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
全
仏
で
は
今
日
ま
で
二
、

三
度
交
渉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
敢
行
さ

れ
る
と
き
に
は
全
仏
の
諸
機
関
に
は
か
り
協
力

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

む
ぎ
い
ま
し
た
」

　
こ
れ
を
受
け
て
翌
十
八
日
午
後
三
時
半
、
ネ

パ
ー
ル
国
の
国
連
大
使
兼
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
国

際
委
員
会
の
ウ
パ
デ
ィ
や
委
員
長
が
、
タ
タ
ー

ル
大
使
と
と
も
に
四
仏
を
訪
問
さ
れ
、
麻
布
総

長
、
柳
国
際
局
長
、
伊
藤
輪
番
を
は
じ
め
各
部

長
ら
と
懇
談
し
た
。

　
席
上
、
ウ
パ
デ
ィ
や
国
連
大
使
は
、
「
エ
カ

フ
ニ
総
会
で
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
が
正
式
議
案
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
問
題
が
仏

教
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
も
の
だ
け
に
注
目
に

値
し
ま
す
。
私
共
は
明
日
の
委
員
会
で
こ
の
議

案
が
通
過
す
る
よ
う
目
下
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
等
の
関
係
諸
国
に
働
き
か
け

て
い
ま
す
。
一
方
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
援
助
を

日
本
で
強
く
推
し
す
す
め
る
た
め
に
皆
様
方
の

大
き
な
援
助
を
要
請
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

日
本
で
の
本
問
題
を
推
進
す
る
国
内
委
員
会
が

一
日
も
早
く
結
成
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま

す
。
現
在
モ
ジ
ー
外
務
大
臣
が
日
高
元
大
使
に

会
っ
て
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
共
が
帰

国
す
る
二
十
三
日
ま
で
に
も
国
内
委
員
会
が
結

成
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
開
発
問

題
は
か
つ
て
ユ
ネ
ス
コ
に
も
要
請
し
ま
し
た
が

ユ
ネ
ス
コ
は
遺
跡
等
の
保
存
が
主
目
的
で
あ
っ

ウ
パ
デ
ィ
や
委
員
長
（
中
）
、
タ
タ
ー
ル
大
使

（
右
）
と
懇
談
す
る
麻
布
事
務
総
長
（
後
姿
）

て
、
開
発
と
建
設
を
伴
う
本
件
は
残
念
な
が
ら

販
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
共
は
短
い

滞
在
中
に
万
国
博
の
フ
ァ
ン
ド
か
ら
も
援
助
し

て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の

資
金
は
準
備
調
査
の
段
階
で
必
要
な
五
十
万
ド

ル
の
一
部
に
あ
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
ル
ン
ピ
ニ
ー
開
発
日
本
国
内
委
員
会
の
結
成

を
強
く
要
望
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
こ
た
え
て
四
仏
で
は
、
「
す
で
に
一

昨
年
の
常
務
理
事
会
に
お
い
て
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
の
協
力
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、

勧
募
の
面
か
ら
も
国
民
一
般
の
運
動
に
盛
り
上

げ
る
た
め
、
財
界
筋
を
中
心
に
各
界
を
網
羅
し

た
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
の
呼
び

か
け
に
応
じ
て
運
動
を
し
ま
し
よ
う
」
と
約
し

た
。

インド日本寺落慶

　財団法人国際仏教興隆協会が釈尊成道の聖地ブダカヤに建設中のインド日本

寺は本年12月落成の運びとなり、12月1日から10日まで各宗・各団体によって

現地で毎日慶讃法要が営まれます。

12月8日には全日本仏教会によって落慶式が厳修されます。

詳細は下記の販扱旅行会社にお問い合せ下さい。

指定取扱旅行会社一一
国際旅行業協会会員

運輸大臣登録一般154号

盤狂多i誹レラペル
東京都港区：南青山5丁目6番20号（千成ビル）

電話407－3612（代）・400－5100i郵便番号107

　　　　　　　　－　5　一

　一　　一　　　　　　　　　－9←　　　　　　一一一‘鰍澱，『η　ご僻究M略鋸



『
．

一
　
　
　
一
　
】

昭和48年5月1日
全　　　仏
第3種郵便物認可

イ
ン
ド
日
本
寺
落
慶
式

法
要
団
員
募
集
中

　
既
報
の
通
り
、
イ
ン
ド
日
本
寺
の
落
慶
式
は

十
二
月
八
日
、
全
仏
が
主
催
し
て
佐
藤
会
長
狙

下
大
導
師
の
も
と
、
イ
ン
ド
国
ギ
リ
大
統
領
も

列
席
し
て
厳
修
さ
れ
る
が
、
現
在
こ
の
落
慶
法

要
団
を
募
集
し
て
い
る
。
多
く
の
方
々
の
O
参

加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

期
日
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
三
日
～
十
六

　
　
　
　
日
（
十
三
泊
十
四
日
）

経
　
費
　
金
三
十
二
万
円

　　インド日本寺落慶式
全日本仏教会主催法要団日程

募
集
人
員
　
四
十
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

締
切
日
　
五
月
末
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

申
込
先
全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
局
宛
　
…

ρ
二
ロ
一
一
＝
一
＝
一
一
一
噌
一
一
＝
＝
＝
一
一
一
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
騨
一
一
＝
＝
＝
一
一
一
＝
一
一
一
＝
一
一
＝
■
一
顧
＝
＝
一
＝
一
一
鱒
一
層
＝
一
一
；
＝
瓢
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事
務
総
局
録
事
（
四
月
）

四
日
局
内
会
議

七
日
　
「
全
仏
」
発
送

〃
　
文
化
会
議
打
合
会

九
日
局
内
会
議

十
一
日
過
宗
連
幹
事
会
出
席

十
三
日
　
パ
ナ
テ
ィ
ッ
サ
師
来
日
、

陛
≡
＝
＝
≡
＝
≡
≡
一
≡
≡
一
＝
≡
■
幽
一
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
葡
＝
≡
口
≡
一
≡
＝
≡
一
一
幽
≡
≡
≡
■
≡
≡
一
≡
口
＝
＝
≡
＝
一
≡
■
3
≡
≡
＝
一
≡
冨
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
一
≡
…
＝
≡
一
＝
＝
一
＝
≡
≡
≡
羅

出
迎

去〃〃
日

十
四
日

十
七
日

〃
十
八
日

千
葉
県
仏
役
員
総
会
出
席

西
本
願
寺
慶
逃
避
要
参
列

仏
教
讃
仰
三
三
ま
つ
り
後
援

東
本
願
寺
及
仏
光
寺
慶
讃
法
要

参
列
大
会
準
備
正
副
委
員
長
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
説
明
会
（
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
出
席

ネ
パ
ー
ル
大
使
及
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
委
員
長
来
局

二
十
日
局
内
会
議

〃
　
　
大
会
準
備
委
員
会

〃
　
　
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
レ
セ
プ
シ
ョ

　
　
　
　
ン
出
席

二
十
四
日
　
平
和
会
議
日
本
委
・
青
年
部

　
　
　
　
　
会

二
十
五
日

〃二
十
六
日

〃

W
F
B
Y
事
務
総
長
来
日

事
務
局
懇
談
会
（
自
民
党
）

長
野
県
仏
教
徒
会
議
出
席

文
化
会
議
運
営
委
員
会
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●
≡
一
＝
＝
＝
≡
＝
富
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
■
＝
門
門
＝
3
＝
＝
一
＝
旨
鰯
≡
＝
＝
＝
＝
＝
闇
昌
昌
■
＝
昌
三
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
≡
O
一
■
昌
＝
一
一
騙
＝
＝
3
一
菖
一
＝
一
一
口
＝
＝
一
一
＝
＝
一
≡
＝
3
＝
＝
≡
一
＝
一
〇
一
≡
一
＝
昌
3
＝
＝
＝
＝
一
一
≡
呂
＝
＝
輯
≡
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日数 月　日 時間 発着都市名 交通
@関

摘　　　　要

12月 1②：30 東　　京　　発 AI／303 インド航空でカルカッタ

1 3日（月） ，20；15 カルカッタ着
へ

ぐカルカッタ泊）

10：55 カルガッタ発． RA／203 ネパール航空でカトマン
2 4日㈹ 13：1Q カトマンズ着

ズへ
?緕s内を小観光してホ
テルへ（カトマンズ泊）

カトマンズ （ご希望の方はヒマラヤ遊覧飛

3 5日㈱ 滞　在
行へ）カトマンズとパタンのヒ

塔Yー、ラマ、仏教寺院など見

学　　　（カトマンズ泊）

出発まで自由行動
12：00 カトマンズ発 IC！246 インド国内航空でバトナへ

4 6日㈹ 12：50 バ　ト　ナ着
バ　　　ス 着後バスでパタリプトラ

ﾕ、ナーランダ大学跡を
バ　ト　ナ発 見学して、ラジギールへ
ラジギール着 （ラジギール泊）

早朝霊鷲山々頂で暁天参

q
5 7日㈹ 竹林精舎、ビンビサラ王

H閉の跡など見学
ラジギール発　　　　－　・

uダガや着
バ　　　ス バスで成道の地ブダガヤへ　　　（ブダガや泊）

ギリ大統領の臨席を得て、

6 8日（±） ブダガや滞在 インド日本寺落慶式厳修

（ブダガや泊）

大塔、尼蓮皇霊参拝

7 9日（日） 14：20
P9：40

ガ　　ヤ　　発

?Kールサラ
129列車 午後、列車でムガールサ

宴Cヘ　バろでベナレス
イ着 へ　　　（ベナレス泊）

早朝ガンジス河で沐浴見
学初転法輪の地サルナ

8 10日（月）
ε3：25 ベナレス発 列　　車

一ト参拝　ベナレス市内
ｩ学、ヒンズー大学翌夜
行列車でゴラクプールへ

（車中泊）

05：22 ゴラクプール 着後浬繋の地クシナガー

9 11日㈹ 　　　　着
Nシナガラ

ル参拝　浬繋堂等

滞　在 （クシナガラ泊）

10：00 ゴラクプール発 列車Nα183 列車でノーガルへ
10 12日㈱ 12：20

P8：16
ノーガル着
mーガル発 列車Nα185

降誕の地ルンビニ参拝
ﾄび列車でバルランプー

21：37 バルランプール着 ルへ（バルランプール泊）

祇園精舎、舎衛城跡参拝
11 13日㈱ 15：00

P8：00
ゴ　ン　ダ発

宴Nノー着
列車No．1 バスでゴンダに出て、列

ﾔでラクノー経由アグラ
20：40 ラクノー発 急　　行 へ　　　　　（車中泊）

09：52 ア　グ　ラ着 着後タジ・マハール、ア、

12 14日㈹
16：25 ア　グ　ラ発 IC／408

グラ城、アジア救うイセ
塔^ー訪問、インド国内

17：00 デ　リ　一着 航空でデリーへ（デリー泊）

終日　ニューデリー、オ
13 15日（±） デリー滞在 一ルド・デリーの見学

（デリー泊）

07：45 デリ　一発 AI／310 インド航空310便でデ
14 16日㈲

22；40 東　京　着
リー発　帰国
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